
五
城
目
小
１
年
時
に
八
郎
潟
町

の
長
谷
川
道
場
で
柔
道
を
始
め
た

畠
山
さ
ん
。
４
年
時
か
ら
は
秋
田

市
の
雄
武
館
山
中
道
場
で
稽
古
を

重
ね
、
５
年
時
に
出
場
し
た
「
全

国
少
年
柔
道
大
会
」
で
は
団
体
戦

準
優
勝
、
翌
年
は
団
体
戦
第
３
位

に
輝
く
な
ど
、
持
ち
前
の
勝
負
強

さ
を
武
器
に
、
２
年
連
続
で
の
全

国
上
位
入
賞
に
貢
献
し
ま
し
た
。

五
城
目
小
卒
業
後
は
親
元
を
離

れ
、
柔
道
の
名
門
・
国
士
舘
中
学

校
（
東
京
都
）
へ
と
進
学
。

「
み
ん
な
強
く
、雰
囲
気
や
様
々

な
面
が
一
流
だ
と
感
じ
た
」

当
時
を
そ
う
振
り
返
り
、
自
ら

飛
び
込
ん
だ
新
し
い
環
境
の
中

で
、か
ね
て
か
ら
抱
き
続
け
た「
国

士
舘
で
自
分
の
柔
道
を
磨
く
」
と

い
う
信
念
の
も
と
、
日
々
ハ
ー
ド

な
練
習
に
励
み
ま
し
た
。

そ
の
後
着
実
に
力
を
伸
ば
し
、

２
年
時
に
は
、
世
界
中
か
ら
強
豪

校
が
集
う
「
サ
ニ
ッ
ク
ス
旗
福
岡

国
際
中
学
生
柔
道
大
会
」
の
団
体

戦
に
大
将
と
し
て
出
場
し
、
見
事

優
勝
。
自
身
も
最
優
秀
選
手
に
輝

く
な
ど
の
活
躍
を
見
せ
ま
し
た
。

国
士
舘
高
校
進
学
後
は
、
中
学
時

以
上
に
厳
し
い
練
習
が
待
ち
受
け

る
中
、
柔
道
で
大
切
な
「
心・技・

体
」
を
よ
り
一
層
磨
く
べ
く
、
人

一
倍
意
欲
的
に
練
習
へ
と
取
り
組

み
ま
し
た
。

そ
し
て
迎
え
た
、
昨
年
８
月
の

全
国
高
校
総
体（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

の
舞
台
。
一
昨
年
は
１
年
生
な
が

ら
も
団
体
戦
の
メ
ン
バ
ー
に
入

り
、
副
将
と
し
て
５
位
入
賞
の
原

動
力
と
な
っ
た
畠
山
さ
ん
は
大
将

を
務
め
、
大
黒
柱
と
し
て
チ
ー
ム

を
け
ん
引
。
強
豪
校
を
次
々
と
撃

破
し
て
迎
え
た
準
決
勝
の
相
手

は
、
春
の
全
国
選
手
権
を
制
し
た

大お
お
む
た
牟
田
高
校
（
福
岡
県
）。
両
校

の
力
が
拮
抗
し
、
０
対
０
の
状
況

で
迎
え
た
大
将
戦
で
は
、
チ
ー
ム

の
命
運
が
畠
山
さ
ん
へ
と
託
さ
れ

ま
し
た
。

「
負
け
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
は

頭
に
無
く
、『
こ
こ
で
勝
て
た
ら

か
っ
こ
い
い
』
く
ら
い
の
気
持
ち

で
挑
ん
だ
」

そ
う
振
り
返
る
大
一
番
は
、
優

勢
勝
ち
に
よ
り
畠
山
さ
ん
が
制

し
、
チ
ー
ム
も
１
対
０
で
勝
利
。

こ
れ
で
勢
い
付
い
た
同
部
は
、
続

く
決
勝
戦
で
作
陽
高
校（
岡
山
県
）

を
２
対
０
で
下
し
、
３
年
ぶ
り
16

回
目
の
日
本
一
に
輝
き
ま
し
た
。

畠
山
さ
ん
は
こ
の
大
会
を
無
敗

で
終
え
、
昨
年
10
月
に
は
同
部
の

主
将
に
就
任
。
最
高
学
年
と
し
て

迎
え
る
本
年
は
、
高
校
柔
道
三
大

タ
イ
ト
ル
（
全
国
選
手
権
、
金
鷲

旗
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
で
の
３
冠

を
目
標
に
掲
げ
な
が
ら
も
、「
小

学
生
以
来
遠
ざ
か
っ
て
い
る
個
人

戦
に
も
出
場
し
、
１
回
戦
負
け
と

い
う
最
高
戦
績
を
塗
り
替
え
て
優

勝
し
た
い
」
と
、
団
体
・
個
人
双

方
で
の
頂
点
を
誓
い
ま
し
た
。

「だまこマンをさがせ！」の答え
・11㌻　「地域図書室　わーくるだより」
・23㌻　「建設課からのお知らせ」
・24㌻　「ルールを守ってたのしいくらし」

⃞⃞　⃞⃞さん	 97歳	11月 4日	 高　　崎
⃞⃞　⃞⃞さん	 96歳	11月 5日	 石　　崎
⃞⃞　⃞⃞さん	 93歳	11月 5日	 大　　川
⃞⃞　⃞⃞さん	 63歳	11月 5日	 大　　川
⃞⃞　⃞⃞さん	 91歳	11月 7日	 野　　田
⃞⃞　⃞⃞さん	 93歳	11月 8日	 下　山　内
⃞⃞⃞⃞⃞さん	 91歳	11月 9日	 岩　城　町
⃞⃞⃞⃞⃞さん	 75歳	11月 9日	 恋　　地
⃞⃞　⃞⃞さん	 98歳	11月10日	 舘　　越
⃞⃞　⃞⃞さん	 69歳	11月14日	 田　　町
⃞⃞　⃞⃞さん	 97歳	11月17日	 新　　町
⃞⃞⃞⃞⃞さん	 91歳	11月22日	 田　　町
⃞⃞⃞⃞⃞さん	 96歳	11月25日	 広　青　苑
⃞⃞　　⃞さん	 92歳	11月26日	 下　山　内
⃞⃞　⃞⃞さん	 99歳	11月30日	 八　　田
⃞⃞　⃞⃞さん	 91歳	11月30日	 岩　　野

明けましておめでとうございます。本年も
広報取材へのご協力をお願いいたします。
♦２～３㌻の写真は「ダイヤモンド富士」なら
ぬ「ダイヤモンド森山」で、浦横町付近から
撮影しました。マイナス３度の凍える寒さの
中、１時間以上待ち続けた末に立ち会うこと
のできた神秘の瞬間です。（藤田倫治）
佐
藤あけましておめでとうございます。コロナ
禍が続くなかで、３年ぶりに行動制限のな
い年末年始となり、久しぶりに家族や親戚
がそろって年越しを迎えられた方もいらし
たのではないでしょうか。本年も皆様にとっ
て良き１年となりますように。（佐藤陽子）

だまこマンをさがせ！だまこマンをさがせ！
町の美味しいヒーロー・だまこマンが

今月号のどこかに登場しています。
皆さんは見つけられましたか？

※答えはこのページの右下を参照
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おくやみ申し上げます

町 長 交 際 費（11月）

町の人口と世帯
令和４年11月末現在

前月比 昨年比
人　口 8,403人 （ － 20 ）（ － 228 ）
（男） 3,938人 （ － 7 ）（ － 94 ）
（女） 4,465人 （ － 13 ）（ － 134 ）
世　帯 3,896世帯 （ ＋ 1 ）（ － 27 ）

11月中の転入者数　7人、転出者数　5人

⃝会　費	 １件	 7,000円	 鷲谷智樹氏指導農業士認定祝賀会会費
⃝接　遇	 ４件	 21,550円	 来客時・出張時お土産
⃝その他	 １件	 3,400円	 馬場目地区慰霊祭

合計　６件　31,950円　／　令和４年４月〜11月の合計　176,881円

町長の主な予定（１月）
5／消防出初式（五城館ほか）
6／町交通指導隊・町防犯指導隊合同初出式（町役場）
13／湖東３町商工会新春賀詞交歓会（八郎潟町）
17／南秋田郡町村行政連絡協議会（町役場ほか）
18／八郎湖周辺清掃事務組合協議会（男鹿市）、

令和５年度当初予算町長・副町長査定（町役場・26日まで）
20／町村会正副会長会議（秋田市）
24／秋田県・県内市町村と首都圏企業との懇談会（東京都）
30／町民生児童委員協議会全体会（町役場）

１月行事予定
１／5 ㈭ 消防出初式　9：15～  朝市駐車場・五城館 

6 ㈮ 町交通指導隊・町防犯指導隊合同初出式　14：00～  町役場 

10 ㈫ わらしべ塾木工教室　10：00～  馬場目地区公民館 

11 ㈬ わらしべ塾科学実験教室　10：00～  五城目小学校 

13 ㈮ 五小・五城目一中冬季休業最終日

14 ㈯
わらしべ塾サッカー教室　10：00～  馬川地区公民館 
わらしべ塾将棋・オセロ・ゲーム教室　10：00～  すずむしクラブ 

15 ㈰ おはなし会　11：00～  地域図書室「わーくる」

19 ㈭ 第５回伝統料理講習会　9：30～  朝市ふれあい館 

20 ㈮
朝市健康相談　10：00～  朝市ふれあい館 
農業者等との意見交換会　14：00～  町役場 

25 ㈬ インボイス制度研修会　14：00～  町役場 

28 ㈯ わらしべ塾おやき作り教室　10：00～  馬川地区公民館 
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集
大
成
の
年
、

高
校
３
冠
に
挑
む 

─
。

畠
山　
凱が

い

さ
ん

（
国
士
舘
高
校
２
年
・
柔
道
部
主
将
）

昨
夏
、
全
国
高
校
総
体
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
柔
道
男
子
団
体

戦
に
大
将
と
し
て
出
場
し
、
個
人
で
は
無
敗
の
成
績
で
チ
ー
ム

日
本
一
の
原
動
力
と
な
っ
た
畠
山
凱が

い
さ
ん（
国
士
舘
高
校
２
年・

紀
久
栄
町
出
身
）。
日
本
一
の
柔
道
部
を
主
将
と
し
て
率
い
る

最
終
年
は
、
同
部
で
は
４
年
ぶ
り
５
回
目
と
な
る
、
高
校
柔
道

三
大
タ
イ
ト
ル
（
全
国
選
手
権
、
金き

ん
し
ゅ
う
き

鷲
旗
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

で
の
３
冠
達
成
を
目
指
し
ま
す
。

例年、屋根からの雪下ろし中や落
氷雪等による死傷事故が多数発生し
ております。

除雪などによる事故を未然に防ぐ
ため、次の事項に注意するようお願
いいたします。

除排雪により受けた被害の事例
⃝屋根の雪下ろし中に転落
⃝ 屋根の雪下ろし中にはしごから転落
⃝ 歩行中または除雪中の落氷雪
⃝ 除雪機による手足の挟み込み
〈被害防止のために〉
１．屋根雪下ろしの注意点
❶雪下ろしは、２人以上で行う

❷ 転落に備え、建物の周りに雪を残
しておく
❸通行人がいないか確認する
❹�乗り降りは、はしごの固定、確保

を忘れずに
❺�高所作業は、命綱とヘルメット着装
❻万一に備え携帯電話を持とう
２．雪かきの注意点
❶ 屋根からの落雪は晴れの日ほど要

注意。屋根の雪がゆるんでいる
❷�除雪機の雪詰まりは、エンジンを

切ってから取り除く
❸道路除雪の直後は滑るので注意
❹�雪かきは重労働。体が慣れるまで

無理をしない
❺�命綱、除雪機などの用具はこまめ

に手入れ・点検を
問　町消防署（☎852・2028）

除排雪作業時の事故を
防止しましょう
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